
プルーストと「フェミナ」誌

中　野　知　律

　『スワン家のほうへ』の出版百周年に「フェミナ賞」のエッセー部門を射止めた

のは，エントーヴェン父子による『マルセル・プルーストの／に恋する事典』（1）で

ある。「ル・ポワン」誌の文芸欄を担当する父親ジャン ＝ポール，「フランス・キュ
ルチュール」の番組「悦ばしき知 Gai Savoir」で哲学を講ずる息子ラファエル，共
にテレビ・ラジオ番組をはじめジャーナリズム界で精力的に作家（へ）の愛を語り

続けている二人の書に，発刊当時のフランス文化・通信相オーレリー・フィリペッ

ティが寄せた賛辞はまことに印象的である。「プルーストは万人のものであり，誰

もがそこに意味と豊かさを見出す」のであるから，プルースト世界への「渡し守

passeurs〔不法越境案内人の意もある〕」となってくれるこんな書物が必要だ，と
いうのである（2）。実際，1980年台後半のプレイヤッド版改訂で小説『失われた時
を求めて』の新たな理解が期待されるようになって以来，いわゆる研究書と並んで

読書の手引や活用術を説く実用書めいた題の書物がとみに増産されている。『プル

ーストによる人生改善法』（1997年），「人生は短すぎ，プルーストは長すぎる」と
アナトール・フランスを慨嘆させた長編に向き合う勇気を与えてくれる新書『100
語で分かるプルースト』（2013年），『プルーストと過ごす夏』（2014年）等 （々3）。

作家と共に生きる楽しみを謳歌しようとプルースト情報に人々が殺到するなか，プ

レイヤッド新版の監修者ジャン ＝イヴ・タディエは「プルーストを少し忘れてくだ
さい」とまで語ったが，実のところ彼自身，メディアを通じて「プルースト崇拝

proustolâtrie」熱を盛り上げきた一人でもあったのだ（4）。

「生活芸術」としての「文学」？

　20世紀初頭，ジャーナリズムと文学の協調態勢が新たな段階を迎える時期に，
プルーストは生きていた。七月王政下で日刊紙が増殖し，「産業文学」の謗りを受

けながらも新聞連載小説をはじめ「文学」が今日に至る生産／消費のありかたを開
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拓して半世紀，「知的にも物理的にも本 livreと新聞 journalの中間的な存在」とし
ての「雑誌 revue」も 1880年代から著しい発展をみせる。出来事に素早く要領を
得た解説を付して届ける新聞と，著作のように熟成された思索の結晶との間にあっ

て，雑誌の記事は「時事 actualitéから考察を引き出したもの」であり，発行頻度
やフォーマット，頁数など形態上も両媒体の中間に位置づけられる。出版の自由を

保証する 1881年法にも後押しされて，第三共和政下の定期刊行物数は順調に伸び，
1908～1910年にはピークに達した。『雑誌のベル・エポック 1880︲1914年』（2002
年）によれば，1870年に刊行された定期刊行物が 196であったのに対し 1908年に
は 1278を数え，1870～1914年には 250を超える文芸誌が存在したという（5）。

　政治や社会の現況を論説し世論を形成する「大雑誌 grandes revues」の啓蒙的
な役割と，より専門的あるいは「より知的で豊かな」少数の「《真の》エリート」

のための「小雑誌 petites revues」との対置は，文学場においては，文芸共和国に
参入し続ける人口に広くアピールする媒体に，旧来の通人の珠玉の文集が誇らかに

対峙するという構図をとることになる。発行部数量と内容水準はもちろん単純に反

比例するわけではなかったし，雑誌への関与には作家たちのスノビスムが微妙に投

影されていた。「《小雑誌》は今最も興味深く読めるものであると私は思う。『エル

ミタージュ』『アントルチヤン』『メルキュール・ド・フランス』は『両世界評論』

よりも価値がある」とオクターヴ・ミルボーは 1891年のユレのアンケートで述べ
たが（6），その種の言明の裏にあるものをモーリス・バレスはよく理解していた。

「私は常に小雑誌に並外れた共感を寄せている。そこではどんな一行も精神的であ

る」と断じながらも，「パリを出てどこか海浜リゾート地に赴き，愚かで魅力的な

女たちとおしゃべりする夕べには，虚栄心のある文士 littérateurは『両世界評論』
に寄稿していないことをしばしば残念に思うのだ」と言い添えるのである（7）。

　世紀転換期になると，この拮抗はメディアの再編成の動きの中で揺らぎ始める。

卓越性の自負に支えられてきた「小雑誌」の運営規模の小ささとは別種のささやか

さを売りにする雑誌が大きな市場を獲得していくのだ。「大雑誌」が訴えかけるよ

うな社会の大文字の話題よりも，身の回りの出来事への関心を刺激し，個人の私的

な日々の生活の愉しみかたを導く雑誌の隆盛である。その最たるものが女性誌であ

ろう。記事主体の雑誌 revueに対して，イラストをふんだんに取り込んだ雑誌
magazineは 19世紀を通して読者の目を惹き付けてきたが，1901年 2月にピエー
ル・ラフィット（1872︲1938）が創刊した「フェミナ」誌 Femina（隔週刊）は高
品質のフォトグラビア印刷を駆使した画期的な女性誌だった。「大雑誌」の代名詞
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「両世界評論」誌の 1907年の予約購読数が 1,5000部，第一次大戦前夜には 28,000
部程度であったのに対し，モードや社交生活や趣味情報を中心にした「フェミナ」

誌の発行部数は 1904年には 13万部に達している（8）。

　第三共和政政権が進める優秀な妻・母育成のための新しい女子教育政策を受けた

女性たちは，自らの生き方を模索しつつ新たな家庭観を構築しようとしていた。日

常においては産業製品の賢い消費者となり，観光経済の発展を利用して旅や余暇を

満喫する。個の生活感と美意識に細やかに結びついた暮らし，この一見私的な領域

に見えるものの営みには，階級差に応じた実質的家政術だけでなく社会的ディスタ

ンクシオンに裏打ちされた「生活芸術」センスが巧妙に動員されていた。生活と芸

術の一致を目指す世紀末イギリスの芸術運動の影響を多分に受けてガブリエル・ム

ーレイが立ち上げた「生活芸術」誌（9）は短命に終わったが，同時期に女性にターゲ

ットを絞って生活の美を提案した雑誌には未来が待っている。「新聞はジャーナリ

ズムを作り，雑誌は文化 cultureを作る」というジョルジュ・ソレルの言葉（10）に倣

って言えば，女性誌が形成したのはベル・エポックの生活文化である。そしてプル

ーストと同時代の作家たちも，そこに取り込まれていたのだった―寄稿者，編集

相談役，監修者として。

　女性誌という支持体によって，文学は新たな享受システムの中に投げ込まれた。

文学をお洒落に消費し，生活のなかに有効に活かす提言を，女性誌の寄稿作家たち

は振りまき続ける―人生と文学の関係という普遍的命題に，女性読者の日常生活

における文学の効用という新たな視点を加え定着させながら。少数の読書教養人が

享受する文学ではなく，一般読者の「教養」としての文学の愉しみ。文学スノビズ

ムの大衆化とでも呼びうるこの動きは，特権的な古典人文教養への代替案としてフ

ランス文学の講読を国語教育の支柱に据えた第三共和政の教育政策の成果と言えよ

うが，それは読まれることによってしか存立し得ない「文学」の生き残りを賭けた

方策でもあったのだ（11）。女性誌の文芸欄は，そうした方策の一変奏に他ならない。

　ところで，生と文学の浸潤を消費の側だけでなく生産の側からも積極的に図る試

みにはすでに歴史がある。作家の日常生活と文学，生きることと読み書くこととの

心地よき調和，文学を生きること―それはまさにサント ＝ブーヴが開拓した領域
だったのだから。第三共和政下で学業を修め，生と創造を同じ次元に置くサント ＝
ブーヴの方法の反駁者となる作家が，同時代の女性誌が提起する文学のありかたの

根幹に関わる問題に無関心であったとは思えない。実際，プルーストは「フェミ

ナ」誌をしばしば手に取っているのである。
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「文学」の外延

　カブールのグランド・ホテルからレイナルド・アーンに送った 1908年 8月 6日
付の手紙を，プルーストは次のような言葉で締め括っていた。「さよなら，可愛い

作家さん。僕は『フェミナ』誌を探しに行かせます」（12）。1894年 5月にルメール夫
人のサロンで出会って以来深い愛情で結ばれていた作曲家アーンは 1908年 4月 15
日号から「フェミナ」誌に寄稿を始めていたが，プルーストが避暑地で読もうとし

ていた友人の記事は 1908年 7月 15日号に掲載されたマギー・テイトMaggie Teyte
（1888︲1976）についての文章とみられる。そこでは，同年 6月 12日オペラ ＝コミ
ック座にかかった『ペレアスとメリザンド』でヒロインを演じた「若い女性歌手の

成功」が賞賛されていたのだった。同じ時評でアーンは「ロシア・バレエ」にも触

れている。『花咲く乙女たちの蔭に』の先行テクストに取り入れられた「ロシア・

バレエ」に関する一節は 1910年 6月 10日の「ジュルナル」誌 Journalに掲載され
たアーンの記事に拠るものとされているが，それに 2年先立つ「フェミナ」誌の時
評を典拠に加えてもさしつかえなかろう（13）。

　プルーストの書簡集に「フェミナ」誌への言及が現れるのは 1908年夏以降，『失
われた時を求めて』へと発展するテクスト『サント ＝ブーヴに逆らって』の執筆開
始をひかえた時期からである（14）。制作構想を育みつつあった重要な時期にアーン

を介して出会うことになったらしいこの女性誌から，音楽以外の情報もプルースト

は享受していたようである。

　1910年 7月 15日の「フェミナ」誌の音楽時評でリヒャルト・シュトラウスの
『サロメ』やロシア・バレエ等をレイナルド・アーンが採り上げたことに触れた手

紙の中で，プルーストはアンリ・デュヴェルノワについても述べていた。「『フェミ

ナ』誌に時評を出しているデュヴェルノワという人は，ボナールが賞を与えようと

したのと同じ人なのかどうか知りませんが，彼の批評は馬鹿げていますね」（15）。同

号のアーンのコラム「今月の音楽」と同じ頁の「隔週書評」欄では，担当者デュヴ

ェルノワが読者女性にマルセル・プレヴォの新作『女らしさ』を推薦していた。

「アカデミーの辞書では未だみつからないこの語 féminitéをこのアカデミー会員が
風雅な書で取り上げ，機智に富んだ繊細さと，深くたおやかな芸術をもってパリ社

会＝社交界を観察している」こと，「エレガントな要素が魅力的な言葉で描き出さ
れ，1910年のパリの風俗画 tableaux des mœursが，精神のモラリストであり寛容
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な賢人である偉大な小説家によって書かれている」ことをデュヴェルノワは絶賛し

たのだった（16）。当時の大人気作家プレヴォ（17）はしかし，プルーストが 1907年に
「特に賞賛しているわけではない人々」として名を挙げていた一人である（18）。

　パリの社会＝社交界という自らが扱おうとしていたのと同じマチエールを「風俗
画」として描いた小説およびそれを賞賛する批評に対するプルーストの批判的なま

なざしは実に興味深いものであるが，にもかかわらず，作家とこの二人との間には

後に実質的な仕事関係が生じることになる。名前をしばしば混同されたマルセル・

プレヴォ（Marcel Prévost/Proust）とは書評の掲載をめぐってやりとりをする
し（19），デュヴェルノワが主宰する『レ・ズーヴル・リーヴル』誌にプルーストは

『失われた時を求めて』の抜粋掲載を許すのである（20）。

　「フェミナ」誌が取り上げる小説をめぐって「文学」概念の外延をプルーストが

自問しつつあった頃，同誌の編者たちは同じ問題をジェンダーの観点から問い直そ

うとしていた。「流行作家の未発表小説」掲載と「高額報賞のコンクール」を「フ

ェミナ」誌はセールス・ポイントの一つにしていたのだが（21），そのきっかけはゴ

ンクール賞へのプロテストだったのである。1903年にゴンクール賞の最初の委員
会が召集されたとき，女性作家は排除されていたばかりか，初回も続く年の賞の選

定でも女性の著作は対象にされていないことが明らかになると，1904年 12月 15
日，「フェミナ」誌は毎年 6部門（女性の美徳，教育，散文文学，詩，美術，音楽）
の受賞者を選定し各々 1000Fを授与することを発表。うち二つの文学賞の対象は
女性の作に限定するものとした。

　1902年 10月 15日にアシェット社が創刊した「幸福な生活」誌 La Vie heureuse
も 1905年 1月に，編集長ブルーテル伯爵夫人の提唱により毎年 5000Fを賞金とす
る文学賞を設けるが，その対応はいっそう「明確にアンチ・ゴンクール的」とみな

された。「《幸福な生活》賞 prix Vie heureuse」選考委員会は女性のみ 22名で構成
され，アカデミー・ゴンクール（10名）の 2倍の人数を誇示する一方で，受賞者
を女性に限らず，「選定判断はより一般的である」として，女流文学ではなく「文

学」に女性を関わらせる意図を打ち出したからである。（1905年の受賞作はロマ
ン・ロランの『ジャン ＝クリストフ』であり，1911年にはプルーストの友人ル
イ・ド・ロベールの『病者の小説』が選ばれた。）

　富裕なブルジョワ女性をターゲットに「女性の理想化を掲げた雑誌magazine」
として競合関係にあった両誌がゴンクール賞すなわち「文学」の正統的な聖別シス

テムに抗してそれぞれ創設した文学賞は，それまで相容れぬものとみなされてきた
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フェミニンな雑誌とフェミニスム雑誌（22）の狙いがまさに合流するところに発生し

たものとなる。第一次大戦後，両誌は合体し，1919年以降「フェミナ」誌の名を
残して 1954年まで発行される（現在の Version Feminaとは無関係である）。また，
「《幸福な生活》賞」は「フェミナ賞」に回収されて（23），今日の主要な文学賞の一

つとして存続している。両賞を完全に同一視する研究者がいるが，その名が並び立

っていた当時の人々も，文学場における女性の能力啓発という同じ趣旨に則った二

つの文学賞を区別する目線を持ちにくかったものと思われる。実際，「《幸福な生

活》賞」審査委員会 22名のうち 13名が「フェミナ賞」の審査員も兼ねていたので
ある（24）。

　「フェミナ／《幸福な生活》賞」とプルーストの所縁としては，三つの点に目を留

めてみてもよいだろう。まず，ノアイユ伯爵夫人，マドレーヌ・ルメール，アルフ

ォンス・ドーデ夫人，ピエールブール男爵夫人，リュシー・フェリックス ＝フォー
ルをはじめ両賞の審査委員の多くとプルーストは知己であり，書簡を交わす関係に

あったこと。さらに，話題となった受賞作についてプルーストが言及していること。

マルグリット・オードゥの『マリー ＝クレール』が 1910年の「《幸福な生活》賞」
に輝いた際には，日当 3Fだったお針子がオクターヴ・ミルボーに見出されたシン
デレラ・ストーリーや，自然主義小説で書かれる対象となった第四身分の，しかも

女のなかから書く主体が誕生したという歴史的快挙に敬意を表してペギーが賞の候

補から身を引いたという噂などが世間の耳目を集めたのだった（25）。1910年末から
書き始めたとみられる『見出された時』のカイエ 58と 57の中でプルーストは，マ
ルグリット・オードゥの小説を評した友人フェルナン・グレーグの論考に触れ，ま

た『マリー ＝クレール』からの引用文も書き留めている（26）。そして，この文学賞

の話題性を察知していたからこそプルーストは，1913年 11月初旬に自作小説の第
一巻の受賞の可能性についてピエールブール夫人に打診したのだろう。「私の出版

社は私の本を《幸福な生活》に送らせ（遅すぎました），同じくゴンクール賞委員

会にも送らせました。そちらの方は公式には遅すぎるわけではありませんが，賞は

ほとんど決まっているものと私は思います。それでも，賞はとれなくとも誰かが弁

護をしてくれて議論になれば，私の本にいくらか光が当たり，読んでもらえるかも

しれませんし，それこそが私が望みうるすべてなのです。［…］もしかしてアカデ

ミー・ゴンクールにお友達はいらっしゃいませんか」（27）。この時のプルーストの画

策は実らなかったが，「幸福な生活」誌 1914年 2月 15日号付録では『スワン家の
方へ』が「しばらく前から刊行されてきた書のうち最も独創的なものの一つ」と評
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される（28）。『花咲く乙女たちの蔭に』がゴンクール賞を獲得した 1919年，二票差
で敗れたロラン・ドルジュレスの『木の十字架』には「フェミナ／《幸福な生活》

賞」が授与された。「『デバ』紙が《幸福な生活》賞の選考にコメントして，あのご

婦人方はゴンクール賞の過ちの埋め合わせをした，などど言うことがないよう願っ

ています」とはプルーストの言である（29）。

　プルーストと「フェミナ」誌。これまで目を向けられることのなかった両者の関

わりを問うことで見えてくるのは，女性誌に参与する同世代作家たちの仕事を通し

て，「文学」が可能／不可能になる地平をプルーストがどう理解していたかという

問題であろう。今後複合的な視角から進められるべきその検討を展望するために本

稿で試みたいと思うのは，女性誌の提供する文学と生活との接点が，『失われた時

を求めて』の中でいかに小説化されているかについての考察である。ベル・エポッ

ク期の女性の生活文化情報誌とプルースト小説が共有するモチーフとして以下に取

り上げるのは，「自分の人生を生きる」という言葉と楽器「ピアノラ」である。

「自分の人生を生きる」

　「午後のお茶会用の服 Pour le Fives Oʼclock」，「海辺の装い Toilettes de plages」，
「カジノの夏の宵 Soir dʼété au Casino」，「雨のなかゴルフに興じる女性たち Les 
Golfeuses jouant malgré la pluie」などの記事を繰り出して（30），モードを中心に新

しいライフ・スタイルを女性に提案していた「フェミナ」誌には，プルーストの

「花咲く乙女たち」の物語を読み解く鍵となる時代証言を見出すことができる。そ

の一つが，ヒロインの第一印象に関わる表現，ノルマンディーの海辺の避暑地バル

ベックで仲間の少女たちとともに登場したアルベルチーヌが主人公とすれ違いざま

に口にする《vivre sa vie》という言葉である。
　「目深にかぶった《ポロ》帽の下で，笑いを含んだ眼をきらきらと輝かせ，艶の

ないふっくらした頰の一人の少女が，ぎこちなく腰を揺すりながら自転車を押して

きて，私がその傍を通った時に，与太者の使うような隠語をひどく大声で叫んだの

で（そうした言い回しのなかに，ともかく私はしっかりと《自分の人生を生きる

vivre sa vie》という嫌な言葉を聞きとった），彼女の仲間が羽織っているケープを
見て築き上げていた仮説を私は放棄し，むしろこの娘たちは皆，競輪場に出入りす

る階層に属していて，競輪選手の若い情婦であるに違いないと結論づけた」（31）。

　「人生において自らを尊び，人生を好きなようにおくる」（32）女の新しい生き方を
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いち早く小説の主題にしたのはマルセル・プレヴォであると，その席を継いでアカ

デミー・フランセーズ入りした際の演説でエミール・アンリオは述べていた。「マ

ルセル・プレヴォは，《vivre sa vie》という口実のもとに若い娘たちが抱く欲望を
見極めた。」「かつて女は結婚するまで修道院という完全な無知の世界に閉じ込めら

れていた」が，「より開かれた社会にいる娘たち」は「変化への欲求と自由への渇

望」を抱いて結婚制度を活用する（33）。社会的に有利な結婚をするために恋人との

性愛をコントロールする少女たちを描いた小説『半処女』（1894年）の大成功によ
って《demi-vierge》という語は辞書に定着し，「非常に自由な生活習慣，縛りのな
い品行を謳歌しながら，性的関係は持たずにいる未婚の女性たち」，愛の主導権を

握ろうとする娘たちへの関心が大いに高まっていたのだった（34）。

　『半処女』の人気を十分に認識していたプルースト（35）が，古風なブルジョワ家庭

育ちの自らの小説主人公に怖気を震わせているのは，少女たちの精神を染めつつあ

った「新しい女」のモラルであったと言えよう。

「花咲く乙女たち」の生態―小説家によるアドバイス

　「自分の人生を生きる」をキーワードにしたメッセージを「フェミナ」誌は送り

続けていた―ただし読者たちを，そして社会を刺激し過ぎないように。1908年 1
月 15日号にプレヴォが寄せた文章も，その世紀末小説よりもはるかに穏当な当代
女性風俗の観察である。「若い娘は妻となり，母となり，完璧な主婦となるだろう

が，そうした義務に捧げるほかに，自分のために自分自身を少しばかり保っておく

こと，《自分の人生を生きる》ことを望むだろう」（36）。1914年の年頭号の「ジュニ
ア Junia」の署名がある記事「娘たちのために―昔と今」は，そうした生き方の

軌道修正さえも呼びかける。「真の女性になるために，そして私の女性読者のみな

さんが大切にしておられる《自分の人生を生きる》という標語を活かすためには，

他人の役に立つことから始めねばなりません。自分の人生を生きる，それはたいて

いの場合，その日その日を着実にできるだけうまく《切り抜ける》ことなのです。」

「《自分の人生を生きる》―若い娘たちのほとんどすべての信条表明の基盤にある

この一種のモットー」は「男たちは敵」とみなす女の「反抗のライトモチーフ」に

なってしまったが，それこそは「私たちの教育が明らかに誤ってしまった点」であ

るというのだ（37）。

　1909年 5月に学士院会員となったプレヴォはその社会的責任を果たすかのよう
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に「フェミナ・クロニック」欄で頻繁に女性の美徳を説く。1910年 1月 1日号の
「マルセル・プレヴォ氏，『ピエールとテレーズ』について本誌に語る」と題された

記事で作家は，1909年に発表した自作の主題，「愛し合っている夫婦において，妻
の過去が汚れなきものではないことを発見した夫」という有りがちな設定の逆，す

なわち「結婚後に夫の過去の罪に気づいた妻はどうするか」という主題を論じた。

結論となる「小説の道徳的教訓」とは，妻が夫の過去の罪を許しその責任を自ら負

う，妻の「贖罪」なのである。同号のコラム「女性読者への手紙」では，「気難し

過ぎる婚約者」からの相談―相談者女性は相思相愛の婚約者の男が「知的」でな

いことに気づき，「それでも結婚すべきかどうか」悩んでいる―に回答してい

る（38）。「気の毒な青年が知的でないとおっしゃるけれど，あなたはいささか思い上

がっていませんか。」「もし私が女性なら，愛さえあれば，婚約者の知的劣位にくじ

けることはありません。むしろ興味を持つでしょう。夫よりも優れた妻の果たしう

る役割はあるはずですよ。」それが「人生哲学 philosophieです」とプレヴォは諭す
のだ。登場人物の道徳意識の観察から行動の仮説を立て，様々な条件の筋書きの中

で実験し結論を導いてきた，ベル・エポック風俗の実験小説家の教訓はいかにも説

得的に見える。

　「フェミナ」誌が主催する「マルセル・プレヴォ氏の講演会」の第一回「現代女

性の身体的生活」についての報告で作家は，「ほっそりした体型がまた流行してい

ることでスポーツ趣味が復活した」と告げ，第二回「現代女性の感情生活と社会生

活」についての講演では，「個性」の重視によって，1910年代の女性が「前世代と
は異なった風俗や法則」のもとに生きていると分析している（39）。女性誌と女性読

者が双方向的に提供し合っていたアクチュアルな嗜好や諸情報が，プルースト小説

のマチエールとしてどう機能しているかを検証する作業が今後待たれるところだろ

う。また逆に，例えば 1910年 7月 1日号掲載のプレヴォの記事，「7月すなわち
《試験の月》」に「piocheガリ勉」する女生徒たちの母親の心構えを説く文章を目
にした「フェミナ」誌の読者が，『花咲く乙女たちの蔭に』の中で「作文」の追試

に備えて「ガリ勉する piocher」少女の姿にどれほどのリアリティを感じたか（40），

プルースト小説に向けられた同時代の視線に思いを馳せることもできるだろう。

プルースト邸のピアノラ

　「ピアノラ」は，1913年末～1914年のカイエのなかで「囚われの／逃げ去るアル
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ベルチーヌ」のイメージ造型に結びついて意味を持ち始めるモチーフである（41）。

ベル・エポック期に一世を風靡した室内楽器に対するプルーストの関心を，「フェ

ミナ」誌掲載の情報と照らし合わせてみると何が見えてくるだろうか。

　1890年代にアメリカのエオリアン社が製造した自動演奏ピアノは，各国各社と
技術革新を競いながら世紀転換期に目覚しい構造的進化を遂げる。ロール紙に穿孔

して音程や音の長短を記録した音譜「ピアノ・ロール」の再生装置として登場した

「ピアノ・プレーヤー」は，指の動きをする木製のキャビネットをピアノの鍵盤に

重ねて置くもので，この装置にロール譜を掛けペダルを踏んで動力を与えると，機

械の指がピアノの鍵盤を叩く仕組みであった。この機構をピアノそのものの内部に

組込んだ自動演奏楽器「プレーヤー・ピアノ」が現れると驚異的な売り上げを見せ，

もともと商標であった「ピアノラ」の名は自動ピアノの代名詞にもなって，全盛期

の 20年代初頭には年間 20万台が制作されたという（42）。

　パリではオペラ座通り 32番地に店を構えたエオリアン社は，新聞雑誌で魅力的
な宣伝を繰り広げていた。「フェミナ」誌の 1914年 1月 1日号の裏表紙内側に掲載
された広告頁もその一つである。

図版 1　Femina du 1er janvier 1914 （vue 47/48）裏表紙内側の広告

興味深いことに，プルーストが自宅にピアノラを置くのも，ちょうどこの頃だった。

「エオリアン・ピアノラ」の購入はもともと 1906年末にオスマン通り 102番地への
転居の際に希望していたのだが（43），それがついにかなったことをプルーストは

1914年 1月 5日付のストロース夫人宛の手紙で報告している。



図版 2　 « Le Triomphe du pianola », LʼIllustration 
du 1er décembre 1906
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ものだろう。1913年 12月初めに愛人がパリを出奔してひと月後の書簡は，小説の
「私」の回想のなかでピアノラに向かっていたアルベルチーヌと，実人生において

ピアノラの前でプルーストが偲んだ囚われの／逃げ去る男との接点を垣間見せるも

のと言えようか。

　べートーヴェンの弦楽四重奏への関心をプルーストはこの時期，他の書簡でも表

明しているが（45），「フェミナ」誌の広告文はピアノラでベートーヴェンを弾くとい

う願望にまさに訴えるものだった。「ベートーヴェンの 32のソナタ（『悲愴』『月
光』『熱情』等を含む），9つの至高の交響曲，美しい序曲，甘美なメヌエット，協
奏曲や四重奏，三重奏，バガテル等など……つまり彼の天分が産み出した作品すべ

てをあなたご自身で，お好きな時にお好きなように，完璧に演奏できたら，しかも

予め一切の練習もなしにそうできたとしたら素晴らしいとお思いになりませんか？

この《あまりにも素晴らしすぎて本当とは思えない》ことは，しかし現実なのです。

誇張ではありません。すでに大勢の方々が我が社の素晴らしい発明品ピアノラで，

そうした悦楽を享受しておられます」（46）。

　この作曲家に対する時代の熱狂のなかにプルーストもいたわけだが，奇妙なこと

に，1914年 1月 1日の広告ではべードーヴェンの「四重奏」もピアノラの演奏曲

　「音楽が聴けないほど悲しみに沈んで

はいないときには，私は音楽のうちに慰

めを見出します。ピアノラ pianolaを買
って，テアトロフォンを補いました。残

念ながら，ちょうど私が演奏したい曲が

ありません。ベートーヴェンのあの崇高

な弦楽四重奏第 14番が，販売されてい
るロール譜 rouleauxの中にないのです。
私の請求に対して，先方からの返事は

《この十年来，1万 5千人になるご契約
者のお一人もこの四重奏をご注文になら

れた方はございません》というものでし

た」（44）。ここで伝えられている「悲し

み」とは，『囚われの女』と『逃げ去る

女』の物語に多くのマチエールを提供し

たとされるアゴスチネリとの破局による
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目に含まれている。そこに「あの崇高な弦楽四重奏第 14番」だけはなかったとい
うことか，それともプルーストの書簡の文言を斟酌して読む必要があるのか。ある

いは，ロール譜の問い合わせをしたのがしばらく前のことで，その後店が顧客の意

向に応じたのに作家が気づかずにいたか。物理的な検証を待ちたいところである。

音楽趣味の偏差

　ピアノラに向かうアルベルチーヌについてのまとまった記述は 1913年末～1914
年のカイエへの加筆断章に認められる。6枚の紙片に綴られたそのテクストでは
「ベートーヴェンの四重奏」がピアノラにかける曲目のなかに一度現れた後，削除

されていた。代わりにアルベルチーヌがピアノラで演奏するのは，印刷稿と同じく

「私」の部屋の壁に「キューピッドや薔薇花を散らした 18世紀の綴れ織」や「草原
の広大さと雪景色の静けさ」を「幻灯機」の様に浮び上がらせる「ラモーまたはボ

ロディンの音楽」のほか，モンジューヴァンのゴモラの愛の場面を思い起こさせて

しまう曲，「ヴァントゥイユが娘のために作ったピアノのエチュード」である。「私

のために一つの曲エチュードを三度か四度演奏してくれるとき，彼女には分かって

いたのだった，ロール譜を変える頃には，［私の知性がその曲の構造を完全に理解

し尽くし，神秘を消し去っていて，私にとって意味のある］楽曲がこの世界から一

つ減った分，私のものとなった真理が一つ増えるのがほぼ習慣になっていたことが。

不幸にして，そうしたエチュードのなかにはヴァントゥイユのものもあったのだっ

た」（47）。

　6枚紙片上の先行テクストではさらに，囚われの女と「私」の会話によって音楽
趣味の偏差が示唆されている。

　「これから私の好きなものを演奏してはいけないかしら，『カヴァレリア』　［削除］

〈［加筆］マスカーニ〉を少しばかり。もうあなたにはベートーヴェン　バッハの後

期　四重奏〈ソナタ〉とドビュッシーの『版画』　を演奏してあげたのですもの。」

「そうしていいよ，アルベルチーヌ。バッハのソナタはマスカーニを贖うだろうね，

カルメル会修道女たちが罪人のために祈るように。ベルゴットやエルスチール，ブ

ロックまでもがやって来て階段のところで『カヴァレリア』の間奏曲を耳にするこ

とにならなければいいけれど」（48）。

　一幕物のオペラ『カヴァレリア・ルスティカーナ』（1890）のパリでの初演は
1892年 1月 15日，オペラ・コミック座においてである。その間奏曲は，1910年の
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カイエではオデットが好んでピアノで弾き，自分の葬送曲にしてほしいとまで言っ

ていた曲であり（49），バルベックではアルベルチーヌが「熱狂」していたものだっ

た。「『カヴァレリア・ルスティカーナ』をお聴きになったことはないの？ 私は素

晴らしいと思うわ。」この嗜好について「私」は解釈する―エルスチールの「影

響」で「アルベルチーヌの絵画の趣味は，お洒落やあらゆるタイプのエレガンスの

趣味のレベルに達していたが，音楽の趣味はまだそれに追いつかず，かなり遅れを

取っていた」と（50）。

　音楽趣味のディスタンクシオンは，囚われの女と「私」の扱う楽器の違いにも表

れていよう。小説の印刷稿では，ピアノラを弾くのは専らアルベルチーヌで，主人

公はピアノを弾いている。楽器の分担は先行テクストでも基本的に同じだが，カイ

エ 71の加筆の一つ（1914年頃）ではピアノラに向かう「私」の姿が見られるので
ある。「外を歩きながら，アルベルチーヌの凡庸さ，他の女を所有する可能性につ

いて考えた後で，私は家に帰り，ピアノラの前に座って，四重奏第 15番を演奏す
るのだった。」（104vo）しかしそれに続くカイエ 54では「私」が座るのは「ピアノ
の前」に戻り（17ro），以後その楽器が入れ替わることはない。

　ピアノを弾くのとピアノラを演奏するのとでは何が違うのだろう。19世紀にピ
アノの普及を担ったのは女性であり，ベル・エポックに自動ピアノに熱狂したのは

経済的ステイタスを有する男性だったという一般的な理解（51）が当てはまる行動を

プルーストはとった（ピアノラ購入の積年の夢を実現した）わけだが，小説の

「私」は，ピアノラを聴きはしても自ら操作はしない。その間接的な関わり方は何

を意味するのか。

　「イリュストラシオン」紙の 1906年の広告はピアノラの意義を次のように謳って
いた。「万人に，ピアノを芸術的なやりかたで演奏することを可能にする，しかも

音楽の知識がなくてもそうできるようにする，この本質的に民主的な démocra-
tique機械は，社会の上層部にも評価されています。その本質的な価値の重要性は，
偏見の及ばないすべての進歩的精神に認められているのです」（52）。1914年の「フェ
ミナ」誌の広告も同様のコンセプトを繰り返している。「天分が産み出した作品す

べてを，あなたご自身で，完璧に演奏できたら，しかも，予め一切の練習もなしに

そうできたとしたら，すばらしいとお思いになりませんか？」（53）

　「民主的な機械」によって知識や訓練なくして手に入る完璧な演奏とは芸術的天

分の偽装ではないのか。この「進歩的」装置によって文化資本の差は埋め合わされ

るのか。「中層ブルジョワ」（54）の孤児アルベルチーヌが上層ブルジョワの主人公の
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前でピアノラを演奏するという構図には，趣味のディスタンクシオンに深く絡んだ

芸術の民主化と，複製技術の時代の芸術の行方の問題が見え透けよう。かつてスワ

ンはオデットの下手なピアノ演奏を愛によって，愛の記憶を反芻することで受け入

れるしかなかったが，次世代の「私」は愛人がピアノラで完璧に再生する楽曲の創

造性について深い瞑想に耽ることができる。複製技術が万人にもたらす芸術の受動

的な享受を，創作意識に活かすこと。その興味深い試行の場を，ピアノラに向かう

囚われの女の挿話は提供してくれるのだ。

　1919年 12月 10日にゴンクール賞を受賞した作家に「フェミナ」誌は寄稿を求
めてきたようで，その件で交渉したドミニック・シルヴェール宛にプルーストが送

った書簡が残されている。「ピエール・ラフィット氏と手紙でやり取りしました。

［…］私が『フェミナ』誌に望んでいることについては，あなたと了解済みである

と彼は言いました。あなたがお求めくださった短編をお渡しすることはできません

でしたので。［…］私が望んでいるのは文章を記事にすること articleではまったく
なく，大判の写真の掲載だということをあらためてお伝えしたいと思います」（55）。

　プルーストが自分の実像を知らしめたい（ただし三〇年近く前の，二十歳頃の肖
4

像画の写真
4 4 4 4 4

によって）と考えるに至ったのは，戦後初のゴンクール賞を「病弱な老

人」が受賞したとジャーナリズムが書き立て，報じられる彼の年齢が日ごとに「数

歳ずつ」嵩あげされていくのに辟易してのことだ，と作家は弁明している。「そう

ではないことを示すのに，大判の写真以上によいものはない」というわけで，プル

ーストは「『フェミナ』誌の女性読者，すなわち多かれ少なかれ若い女性たち

jeunes filles」に「ジャック ＝エミール・ブランシュによる肖像画の写真版」を
「提供する」ことを企てたのだった（56）。

　その肖像画を，1920年 4月 1日発売の「フェミナ」誌は「感情分析の巨匠マル
セル・プルースト氏」という一文とともに掲載した。記事は『花咲く乙女たちの蔭

に』でゴンクール賞を取った「卓越した作家」を次のように紹介している。「彼は，

女性が知るべき作家です。彼の著作 ouvragesの中では女性たちが大きな場所を占
めていて，究極の慧眼と最も個性的な芸術をもって研究されているからです。まさ

にそれによって，マルセル・プルースト氏の見事な才能とその正当なる名声は本誌

の女性読者の皆様に知っていただくに値するのです」（57）。紹介文を書いたシルヴェ

ールに宛ててプルーストは，「あなたの御蔭で，私は Jeunes fi�lles en fl�eurs『花咲く
乙女たち』について語っただけでなく，彼女たちに知られることになるでしょう」
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と謝意を述べている（58）。

　「フェミナ」誌へのこの大らかな対応は，花咲く乙女の物語を膨らませていた時

期に情報源としてこの女性誌を繙いた日々の想い出ゆえか。それにしても，プルー

ストが進んで掲載しようとしたのが自らの「肖像画」であって，文章テクストでは

なかったことは何を意味するのだろう。もしそれが「フェミナ」誌の作家にはなら

ない，という意思表示であったのだとすれば，同世代作家の女性誌への「文学」的

アンガージュマンをプルーストがどう評価していたのかという問題とも繫がること

になる。女性誌が新たに一翼を担い始めていく文学教養の大衆化のなかでプルース

トが見極めようとした「文学」の位置については，稿を改めて考察を続けたい。
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